
＜意思決定訓練＞

9:45

13:00

14:00

　　　　訓練終了

11:00

○現地事故対策連絡会議（ＴＶ会議）

○原子力災害合同対策協議会全体会議

　（ＴＶ会議）

○各機能班活動

11:30

12:00

12:15

○災害対策本部員会議

○現地事故対策連絡会議（ＴＶ会議）

○原子力災害合同対策協議会全体会議

　（ＴＶ会議）

○指揮室運営（8:45～14:30）

○災害対策本部員会議

○現地事故対策連絡会議（ＴＶ会議）

○原子力災害合同対策協議会全体会議

　（ＴＶ会議）　等

10:30

8:45

9:30

実施

内容

等

○原子力災害合同対策協

議会全体会議（TV会議）

場所
官邸・ＥＲＣ

（本訓練ではＯＦＣ）

ＯＦＣ

（北海道原子力防災センター）

道災対本部

（道庁）

町村災対本部

（１３町村）

48時間経過を想定

９：５０～１０：０５

第１回原子力災害合同対策協議会全体会議

９：４５ 緊急事態宣言

官邸

（ＴＶ会議）

１０：０５～１０：２５

道災害対策本部員会議
１０：０５～１０：２５

町村災害対策本部員会議

知事

副知事

副町村長ほか

１１：３０～１１：４５

道災害対策本部員会議

１１：３０～１１：４５

町村災害対策本部員会議

１４：００頃～

第Y回原子力災害合同対策協議会全体会議

副知事

副町村長ほか

知事

（ＴＶ会議）

１３町村長

（ＴＶ会議）

１１：１５頃～

第×回原子力災害合同対策

協議会全体会議

副知事

副町村長ほか

８：４５～９：００

現地事故対策連絡会議
知事

（ＴＶ会議）

１３町村長

（ＴＶ会議）

９：００～９：２０

道災害対策本部員会議
９：００～９：２０

町村災害対策本部員会議
知事

９ 訓練イベント時刻

１３町村長

（ＴＶ会議）
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＜実動訓練＞

9:00

訓練終了

実動訓練

14:30

11:30

10:00

10:30

11:00

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

実施

内容

等

9:30

避難退域時検査

孤立住民救出(装甲車）

被ばく傷病者搬送

PAZ要配慮者

PAZ住民

緊急時モニタリング 住民広報

（全面緊急事態）

住民広報

（一時移転）

泊村養護老人ホームむつ

み荘

9:40～10：10頃

UPZ住民一時移転

共和町出発：11：30頃

倶知安町出発：11：30頃

仁木町出発：11：40頃

赤井川村出発：11：30頃

銀山学園

装甲車到着：12:30頃

装甲車出発：12:45頃

車両動態管理・情報

伝達

道HP掲載

ツイッター

10：00頃

道HP掲載

ツイッター

11：30頃

モニタリングカー等の

出動 9：30以降OFC

出発

可搬型モニタリングポ

ストによる代替測定

（倶知安ポスト）

9：45～10：15頃

救急車出動 9：00頃
↓

岩内協会病院

傷病者受入：10:10頃

キロロリゾート

（車両検査

住民検査）

10:45～14：30頃

感染症流行下での台風

に伴う避難所運営

倶知安町総合体育館：

9：00～11：30頃

ヘリテレ映像伝送

ヘリテレ表示

12:00～12：10頃

警察官による避難経路

緊急迂回誘導

倶知安町

11：15～13：00

安定ヨウ素剤緊急配布

仁木町:11：30頃～

泊発電所

事故拡大防止

泊発電所

10：00～12：00頃

オフサイトセンター

8：45～14：30

孤立住民救出(ヘリ）

下水終末処理場

ヘリ到着12:30頃

倶知安中央公園

ヘリ着陸12:50頃

安定ヨウ素剤

緊急戸別配布

共和町:8：35～9：40頃

PAZ施設敷地緊急事態要

避難者

バス集合場所開設

泊村照岸・糸泊地区集会所

9:00～10：30

PAZ要配慮者

PAZ住民

屋内退避

放射線防護施設の運用

泊村役場・むつみ荘

9:10～09：40

放射線防護施設の運用

共和町保健福祉センター

9:00～09：30

放射線防護施設の運用

仁木町銀山学園

9:00～09：30

農業開発センター～保健

福祉センター

10:00～10:10頃

発電機車による

電力供給

赤井川生活改善セン

ター

11:30～14:30頃

外国人住民・観光客向け

相談等対応

道庁別館

10：50～11：20

原子力災害情報の

多言語による提供

9：00～12：00頃

道路カメラ映像伝送

道路カメラ表示

10：30～10:40

PAZ住民バス集合場所開

設

泊村堀株泊地区集会所

10:00～10：30
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避難元町村 輸送手段等 避難退域時検査 一時滞在場所 避難先

※この他、岩内町は訓練想定とは別に、独自に住民見立て職員によるバス集合場所までの避難訓練を実施。

共和町（ＰＡＺ）

保健福祉センター

在宅要配慮者の放射

線防護施設への

屋内退避（１名）

倶知安町

＜住民見立て職員＞ ６人

＜その他訓練要員＞ １人

借バス１台

キロロリゾート

（赤井川村）

仁木町

＜住民見立て職員＞ ５人

＜その他訓練要員＞ １人

借バス１台
キロロリゾート

（赤井川村）

＜住民見立て職員＞ ４人

自衛隊装甲車２台

バス集合場所の開設及び住民受付

（バスでの避難は想定）

＜住民見立て職員＞ ９人

苫小牧市総合体育館

【想定】

共和町（ＵＰＺ）

手稲区体育館

赤井川村
＜住民見立て職員＞ ６人

＜その他訓練要員＞ １人

借バス１台

キロロリゾート

（赤井川村）
キロロリゾート

（赤井川村）

むつみ荘

在宅要配慮者の放射

線防護施設への

屋内退避（１名）

代替避難施設

ガトーキングダムサッポロ

【想定】

泊村（ＰＡＺ）

＜住民見立て職員＞ １人

福祉車両１台

キロロリゾート

（赤井川村）

ルスツリゾート

（留寿都村）

※検査は想定

洞爺湖温泉街

【想定】

＜住民見立て職員＞ ４人

＜その他訓練要員＞ １人

町所有バス１台

＜その他訓練要員＞ １人

普通車両１台

＜その他訓練要員＞３人

自衛隊ヘリ１台

その他

10 住⺠避難訓練整理表

キロロリゾート

（赤井川村）

＜その他訓練要員＞ ３人

借バス１台

普通車両１台

（避難退域時検査のみ実施）
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1

寿都町

蘭越町

島牧村

ニセコ町

真狩村

倶知安町

積丹町

喜茂別町

古平町

黒松内町

余市町

札幌市

京極町

千歳市

留寿都村

伊達市

229

276

393
５

229

229

229

393

276

276

神恵内村

泊 村

岩内町

共和町

５

洞爺湖町

泊発電所

仁木町

５

５

５
276

276

黒松内 IC

札幌北IC

苫小牧東 IC

札幌 IC

5km

30km

小樽市

赤井川村

①北海道庁

②オフサイトセンター
⑱共和町⽣涯学習センター

㉒泊発電所

⑱キロロリゾート

③倶知安町倶知安ポスト
⑪倶知安町下⽔終末処理場
倶知安中央公園

⑯共和町避難経路

11 訓練実施場所図

④⼩樽市上空

⑬⑮銀⼭学園

⑩⾚井川村健康⽀援センター
㉑⾚井川村⽣活改善センター

⑨仁⽊町⺠センター

⑳岩内協会病院

⑧⑰倶知安町総合体育館

⑤泊村照岸・⽷泊地区集会所
⑦共和町農業開発センター
⑦⑭共和町保健福祉センター

⑥⑫泊村養護⽼⼈ホームむつみ荘

①北海道庁（札幌市中央区北3条⻄6丁⽬） 災害対策本部等設置運営訓練【8:30〜14:30頃】
原⼦⼒災害情報の多⾔語化翻訳・発信、外国⼈避難者対応訓練【9:00〜12:00頃】

②オフサイトセンター（共和町南幌似141-1） 緊急事態応急対策等拠点施設運営訓練【8:30〜14:30頃】
緊急時モニタリング実動訓練（モニタリングカーの出動）【9:30頃】

③倶知安町倶知安ポスト 緊急時モニタリング実動訓練（可搬型モニタリングポストによる代替測定）【9:45頃】

④⼩樽市上空等 緊急時モニタリング実動訓練（航空機によるモニタリング）【11:00頃】

⑤泊村照岸・⽷泊地区集会所 バス集合場所開設訓練【9:00頃】

⑥泊村養護⽼⼈ホームむつみ荘 要配慮者避難訓練【9:40頃】

⑦共和町農業開発センター、共和町保健福祉センター 要配慮者避難訓練【10:00頃】

⑧倶知安町総合体育館 UPZ住⺠⼀時移転訓練【11:30頃】

⑨仁⽊町⺠センター UPZ住⺠⼀時移転訓練【11:40頃】

⑩⾚井川村健康⽀援センター UPZ住⺠⼀時移転訓練【11:30頃】

⑪倶知安町下⽔終末処理場（倶知安町南11条東1丁⽬34）
倶知安中央公園（倶知安町南3条東4丁⽬） 浸⽔家屋等からのヘリによる吊り上げ救助訓練【12:30〜12:50頃】

⑫泊村養護⽼⼈ホームむつみ荘 放射線防護施設運営訓練【9:10〜9:40頃】

⑬銀⼭学園（仁⽊町銀⼭２丁⽬134） 放射線防護施設運営訓練【9:00〜9:30頃】

⑭共和町保健福祉センター（共和町南幌似57-12） 放射線防護施設運営訓練【9:00〜9:30頃】

⑮銀⼭学園（仁⽊町銀⼭２丁⽬134） 孤⽴地区からの装甲⾞による避難訓練【12:30〜13︓30頃】

⑯共和町避難経路（倶知安町内ほか） 避難経路緊急迂回誘導訓練（ブラインド⽅式）【11:00〜12︓30頃】

⑰倶知安町総合体育館（倶知安町南３条⻄４丁⽬３） 感染症流⾏下での複合災害に伴う避難所運営訓練【9:00〜11︓30頃】

⑱共和町⽣涯学習センター 安定ヨウ素剤緊急⼾別配布訓練【8:35頃】
バス集合場所開設訓練【10:50頃】

⑲キロロリゾート（⾚井川村常磐128番地1） 避難退域時検査訓練【10:45〜14︓30頃】

⑳岩内協会病院（岩内町字⾼台209-2） 被ばく傷病者緊急搬送訓練【9:00頃】

㉑⾚井川村⽣活改善センター 電⼒供給訓練【11︓30〜14︓30頃】

㉒北海道電⼒（株）泊発電所（泊村⼤字堀株村） 泊発電所事故拡⼤防⽌訓練【10:00頃】
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12 事前準備・結果報告等    
(１) 会議等 

地元⾃治体や防災関係機関との会議等を開催し、訓練計画・項⽬・内容などについて、協議・調整を⾏
うとともに、実施結果について報告を⾏った。 

開催年⽉⽇ 会 議 名 等 
令和３年  ４⽉ 28 ⽇ 原⼦⼒防災関係機関担当者会議（国、後志管内 13 町村、防災関係機関） ※TV 会議
令和３年  ８⽉ 2 ⽇ 原⼦⼒防災に関する連絡会議（関係市町村）※TV 会議 
令和３年  ９⽉ 16 ⽇ 原⼦⼒防災関係機関担当者会議（国、後志管内 13 町村、防災関係機関） ※TV 会議
令和３年 10 ⽉ 18 ⽇ 原⼦⼒防災関係機関担当者会議（国、後志管内 13 町村、防災関係機関） ※TV 会議
令和３年 10 ⽉ 18 ⽇ 泊地域原⼦⼒防災協議会作業部会（国、後志管内 13 町村、防災関係機関）※TV 会議
令和３年 11 ⽉ 2 ⽇ 北海道防災会議幹事会
令和３年 11 ⽉ 15 ⽇ 北海道防災会議
令和３年 12 ⽉ 23 ⽇ 原⼦⼒防災関係機関担当者会議（国、後志管内 13 町村）※TV 会議
令和４年  ２⽉  ３⽇ 原⼦⼒防災関係機関担当者会議（国、後志管内 13 町村、防災関係機関） ※TV 会議
令和４年  ２⽉  ３⽇ 泊地域原⼦⼒防災協議会作業部会（国、後志管内 13 町村、防災関係機関）※TV 会議

 
(２) 北海道防災会議原⼦⼒防災対策部会専⾨委員会 

北海道防災会議原⼦⼒防災対策部会専⾨委員から訓練内容について専⾨的⾒地からの意⾒を伺うととも
に、有識者専⾨委員（学識経験者）による訓練視察を⾏った。 

・令和３年10 ⽉11 ⽇ 有識者専⾨委員会 
・令和３年10 ⽉28 ⽇ 有識者専⾨委員による訓練視察 

 
(３) 住⺠等への周知 

訓練の実施について、道及び関係13 町村のホームページや広報誌への掲載のほか、「原⼦⼒防災だよ
り」等の各⼾への配付を通じて、住⺠への周知を⾏った。 

・令和３年 ９⽉〜  関係町村広報誌に掲載 
・令和３年10 ⽉  「原⼦⼒防災だより」を後志総合振興局管内の全⼾に配付 
・令和３年10 ⽉  道ホームページに訓練実施要綱掲載 
・令和３年10 ⽉  道ホームページに「原⼦⼒災害に備えた屋内退避マニュアル」掲載    

（４6 ページ参照） 
   ・令和４年 ３⽉  総合訓練の記録動画をＹｏｕＴｕｂｅで公開 

 
(４) その他 

・令和３年10 ⽉7 ⽇  北海道議会総務委員会に訓練実施計画を報告 
・令和３年11 ⽉4 ⽇  北海道議会総務委員会に訓練実施結果を報告 
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１ 目  的    

  原子力災害時にオフサイトセンター（共和町）が機能不全に陥った場合を想定し、代替オフサイト 

センター（喜茂別町農村環境改善センター）の開設、要員・資機材の移転、運営など、代替オフサイト 

センターへの機能移転に係る一連の手順の確認を行う。 

２ 実施日時    

令和４年（2022年）２月22日（火） 13:00～16:00 

   

３ 主  催    

  北海道、泊原子力規制事務所 

 

４ 場  所 ［実動訓練場所］   

  共和町、倶知安町、喜茂別町 

 

５ 対象施設    

  北海道電力株式会社 泊発電所（３号機） 
 

６ 参加・協力機関    

  防災関係機関等 43機関（オフサイトセンター要員の参加 14人） 

  ※住民参加はなく、防災関係機関のみによる訓練。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、 

訓練参加者を14名としたことから、ＷＥＢ中継による訓練状況の情報共有を行った。 

（１）市町村 … <36> 

泊村、共和町、岩内町、神恵内村、寿都町、蘭越町、ニセコ町、倶知安町、積丹町、古平町、仁木町、 

余市町、赤井川村、留寿都村、札幌市、小樽市、島牧村、黒松内町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極

町、千歳市、北広島市、江別市、洞爺湖町、豊浦町、伊達市、室蘭市、苫小牧市、登別市、壮瞥町、白老

町、むかわ町、安平町、厚真町、長万部町 
 

（２）消防機関 … <３> 

   岩内・寿都地方消防組合 

北後志消防組合 

羊蹄山ろく消防組合 
 

（３）関係省庁 … <１> 

内閣府 
 

（４）指定地方行政機関 … <１> 

海上保安庁第一管区海上保安本部 
 

（５）自衛隊 … <１> 

陸上自衛隊北部方面隊 
 

（６）原子力事業者 … <１> 

北海道電力(株)（本店、泊発電所） 

 

第２ 代替オフサイトセンター開設・運営訓練 

21



７ 訓練想定   

北海道電力株式会社泊発電所３号機において、設備故障による事故が発生し、放射性物質が放出。国や関

係自治体の職員がオフサイトセンターにおいて住民避難等の応急対策に当たる中、オフサイトセンターの通信

機器等に異常が発生し、十分な機能を維持できない状況となったため、喜茂別町の代替オフサイトセンターを

開設し、機能を移転する。 

 

８ 訓練内容   

機能移転に係る調整及び情報共有を行うとともに、要員の移動や資機材の搬送など、代替ＯＦＣへの機能 

移転に係る一連の手順を確認した。 

機   関 主 要 活 動 項 目 

北 海 道 

防 災 関 係 機 関 

 

＜OFC＞ 

□機能移転に係る国・道・関係自治体等での調整及び情報共有 

□要員の移転と資機材搬送に係る手順の確認 

□代替オフサイトセンターの開設及び運営体制の確認 

 

＜移転の手順＞ 

① テレビ会議（国－道－オフサイトセンター －代替オフサイトセンター －１３町村） 
 
・国の原子力災害対策本部からの移転の指示、移転計画の調整等 

・道、関係町村との調整 
 

② 代替オフサイトセンターへの移転準備、開始 
 

・要員の防護対策（防護服・個人線量計の装備、安定ヨウ素剤の服用） 

・各種資機材、通信機器等の移転 
 

③ 要員等の汚染検査 
 
・ＵＰＺ離脱時における要員の汚染検査（旧東陵中学校（倶知安町）） 
 

④ 代替オフサイトセンターに到着 
 

・要員による通信機器の動作確認等 
 

⑤ テレビ会議（国－道－オフサイトセンター －代替オフサイトセンター －１３町村） 
 

・移転状況の報告・共有 
  

＜要員の汚染検査＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

旧東陵中 

＜代替OFCでの活動＞ 

 

 

 

 

 

 
 

                      

 

＜原子力災害合同対策協議会＞ 

 

 

 

 

 

 

             
                         代替OFC 
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１ 総合訓練  

 

＜関係機関等事後調査結果＞ 

 

（１）訓練全般に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○執務環境（ＩＣＴ、コロナ対策等）が非常に良い。ま

た、訓練に参加する関係機関もコントローラー役として

各種条件の付与を行うと、より実践的でよい。 

引き続き関係機関と協議し、より実効的な訓練

となるよう訓練のあり方を検討していく。 

●コロナ禍での開催であった為、マスク、フェイスシー

ルドの着用が必要であり、声が聞き取りにくかった。 

●訓練の大半が、決められた内容を決められたタイムス

ケジュールどおりにやっているだけである。ブラインド

訓練の部分も一部あるが、有事に備えた訓練として十分

ではなく、ブラインド訓練を主体に実施すべきである。 

●詳細な訓練内容が要員に伏せられている「ブラインド

方式」での訓練であり、訓練想定が年々複雑化されてい

るため、難易度が高いと感じた。災害対応のために様々

な想定が必要という趣旨は理解できるが、各機関の要員

は毎年変わっていくので、基礎的な内容を重視し、より

訓練想定をシンプルかつ明確にしても良いと感じた。 

 

（２）災害対策本部等設置運営訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

〇ＯＦＣなどから提供される情報資料を、役場内のシス

テムへ時系列で掲載し、情報共有を行った。また、災害

対策本部員会議中に各自のＰＣで内容を確認しながら

会議を進めることができた。 
関係機関と協議し、より実効的な訓練になるよ

う対応していく。 

〇動態管理アプリを活用し、現場のライブ映像を確認す

ることが出来た。 

●役場への状況付与をより充実化させるため、コントロ

ーラーからだけではなく、役場側からの状況付与があっ

てもよい。 

関係機関と協議し、状況付与の内容や方法を再

検討し、災害対策本部での活動を充実してい

く。 

 

 

 

 

 

第３ 課題等整理表 
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（３）緊急事態応急対策等拠点施設（OFC）運営訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○ブラインド訓練において、関係機関や地元町村から現

場の情報を入手した上で、住民安全班と実動対処班が連

携して、適切な迂回路を決定した。また、迂回路の検討・

決定に当たり、全体スクリーンに図面を表示して説明を

行うなど、OFC 内への情報共有も適切に実施できた。 

研修会や訓練等を通じて、引き続き、要員の対応

力の向上に努めていく。 

〇実動対処班において、班長不在時も副班長が統率をと

り個別の対応に当たっており、班員が各々の役割を理解

し、適切な対応を行った。 

○避難状況の確認時に、自治体へ電話、ＦＡＸにて避難

状況を確認し、結果を班長へ報告後、印刷し班内に共有

していた。また、確認後に印刷物へ各人がサインしてお

り、確認漏れを防ぐとともに記録を残す点から有効であ

った。 

○館内放送やモニター表示等は必要な情報が適切に表

示されていて良かった。 

研修会や訓練等を通じて、引き続き、館内設備の

使用方法を周知するとともに、情報共有の方法及

び情報共有内容の改善を図っていく。 

○ホワイトボードを活用して情報を時系列で整理・共有

するとともに、医療班では、特記事項は色を変えて記述

する工夫がされていた。また、町村からの地理に紐付く

情報は地図を活用して整理・共有しており、情報整理・

共有が適切に行われていた。 

〇プラントチームにおいて、訓練開始直後にインタラク

ティブホワイトボードを起動して、クロノロやプラント

情報説明図、プラント時系列表等全員で共有したい情報

を表示していた。 

〇訓練中に、ＯＦＣ内の訓練参加者全員に感染症対策を

適切に施す等、シナリオと実態をよりリアルに体現した

訓練を実施しており、訓練の状況はよりリアリティーを

追及した完成度の高いものとなっていた。 

より実効的な訓練になるよう、関係機関と協議

し、状況付与を充実していく。 

○感染症流行下での訓練のため、班員の数が限定された

訓練であったが、複合災害時には、参集予定人員の参集

が困難な場合も十分に想定されるため、万一、人数不足

となった場合を考慮した訓練となり、実効性の面で高く

評価できる。次年度以降も、他班への応援依頼、休息や

夜間を想定したローテーション対応など、現実の状況に

近い場面設定とすることで実効性が向上すると感じた。 

●参集要員の受付に時間を要していた。受付の管理は紙

ではなく、電子媒体で行ったほうが良い。 

電子媒体の活用や受付レイアウトの改善など、円

滑な受付管理の実施に向け、検討していく。 
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●ＯＦＣ内での適度な緊張感を保つためにも、事象の進

展があった場合など、一斉指令放送や館内放送などで発

話する頻度を増やした方がよい。 より適切な情報共有が実施できるよう、一斉指令

及び館内放送の使用方法等について検討し、研修

会や訓練などで周知していく。 

●ＯＦＣ館内放送の音量が大きすぎる場合や聞こえな

い場合があった。また館内放送とＴＶ会議音声が二重に

聞こえ、聞き取りにくかったので、音声の調整方法につ

いて検討が必要。 

●総括班において、事業者通報の原災法第１０条と１５

条の判別に混乱し、対応に時間がかかった。 

研修会や訓練等を通じて、引き続き、班内の情報

共有の徹底や要員の対応力の向上に努めていく。 

●複数事象が発生した際、班長が一つの事象にかかりき

りになり、初動が遅れるケースがあった。事前に複数事

象が発生した際の指揮命令系統について、整理が必要。 

●班長会議、事故連、合対協の内容について、会議後に

班長から班員全員への結果の周知が必要。 

●事業者通報を受理した際、館内放送が行われない場面が

あった。機能班マニュアルに則り、プラントチームから館

内放送及び現地本部長への報告・共有を行う必要がある。 

●自衛隊内のネットワークを活用して情報共有できた

が、原子力防災システム（NISS）の端末が少なく、他

機能班との共有がややできなかった。自衛隊ブースにシ

ステム端末を設置し、情報共有できる環境が必要。 

OFC 内の設備やシステムについて、より実効的

なものとなるよう、内閣府及び原子力規制庁に対

し、関連設備の整備等について要望していく。 

●広報班ブースは電話が少ないため、増設が必要。 

●オフサイトセンターで使用するシステム「原子力防災

システム（NISS）」の使い勝手が悪い。自班に特に関係

のある重要な情報と、重要度は低いが全体に周知してお

く程度の情報が混在していて見づらい。有事の際には、

情報が錯綜して混乱する可能性があるため。システムを

改善してほしい。 

●副町村長待機場所に全体スクリーン等の映像を表示

するモニターがないが、情報共有のため設置が必要。 

●テレビ以外の外部情報（ラジオ、ＳＮＳ等）を確認で

きるようにすることで、ＯＦＣからの情報発信が正確に

伝達されているか判断可能となるため、外部情報をリア

ルタイムで確認できる機器の導入について検討が必要。 

●紙、電話での情報を「原子力防災システム（NISS）」

へ素早く登録し一元管理するために、スキャナーの増設

や電話録音機能の導入など、情報のデジタル化の検討が

必要である。 

●原子力防災専用回線が導入されていない機関に対し

て、外部メールを使用できるようにした方が良い。 
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●「原子力防災システム（NISS）」において件名を見た

だけでは内容がわからない表記が散見された。クロノロ

の記載要領は、「（〇〇班から）△△について連絡」とい

うように、内容が理解できるよう入力すべき。 

システムの使用方法について、引き続き、研修会

や訓練等を通じて周知していく。 

●実動対処班の各実動部隊との連携・調整に係る訓練と

して、実動対処班内の各班員が自機関の部隊等派遣の可

否を判断・調整し、実動対処班として全体の最適化をす

る場面が必要。 要員活動を充実化し、対応能力の向上につながる

実効的な訓練となるよう、関係機関と協議し、状

況付与等を検討していく。 

●住民安全班において、避難、一時移転の対象とならな

い自治体の要員は、対応しなければならない活動が少な

かったため、班内の役割分担を臨機応変に変更するな

ど、避難、一時移転の対象とならない自治体の要員につ

いても状況付与等で活動を促すことが必要。 

 
   

（４）緊急時通信連絡訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○日頃から通信訓練を実施している成果もあって、スム

ーズな情報共有が実施できた。 

引き続き、研修会や訓練を通じて、適切な情報共

有ができるよう、各要員の対応力の向上に努めて

いく。 

○ＦＡＸや電話による連絡が適時行われており、通信連

絡の内容も明確なものとなっていた。 

○足を運んで訓練に参加していない市町村にもメール

により情報共有が図られ、本番さながらの緊迫感が伝わ

り良好であった。来年度以降も継続実施をお願いした

い。 

○必要な情報を適時に獲得し、緊急時連絡体制に問題な

いことを確認できた。担当者以外の職員を参加させるこ

とができれば更に体制の強化につながるものと思料す

る。 

●役場本部の中で通信連絡担当者が不在の場合に備え、

有事の際は誰でも対応できるようにする必要がある。 

●UPZ 外の市町村への通信連絡はメールだけの訓練で

あり、短時間で終了する半面、本番災害では「電話連絡」

もあるのではと感じており、希望する機関には、「電話

連絡」の実施も検討してほしい。 

関係機関と協議し、より実効的な訓練になるよう

対応していく。 

 

（５）緊急時モニタリング訓練に関すること 
 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○「原子力防災システム（NISS）」の情報について班全

員で声を掛け合い確認するなど、EMC 内の情報共有は

適切に行われた。 

引き続き、OFC 館内の設備やシステム等、資機

材に係るより効果的な使用方法について検討し

ていくとともに、内閣府及び原子力規制庁に対
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○要員及び資機材等の動向管理や要員被ばく管理情報を

一覧化した Excel ファイルを使用し、効率的に管理を行

うことができた。複数人で同時作業できるとなおよい。 

し、関連資機材の整備等について要望してい

く。 

○指示書（案）を大型モニターに表示して協議すること

により、指示書内容の検討・作成を短時間に実施できた。

モニターの充実や、複数端末からのアウトプットが可能

となれば、さらに便利になると感じた。 

○測定分析班では、各種指示事項をＰＣ内で管理すると

同時にプロジェクタで壁に情報を投影し、情報の共有を

図っていた。 

○放射線モニタリング情報共有・公表システムが新シス

テムに更新されたが、事前訓練で使用方法を確認したう

えで、当日の訓練に臨むことができた。 

引き続き、新システムの使用方法について、訓

練等を通じて周知を図るとともに、原子力規制

庁に対し、システムの改善について要望してい

く。 

●新放射線モニタリング情報共有・公表システムが導入

されたこともあり、モニタリングデータの欠測確認まで

に時間を要するものがあった。 

●訓練初期段階で、気象情報についての情報提供が不十

分だった。 

OFC 内での適切な情報共有が図られるよう、周

知の徹底を図る。 

●班内の役割のローテーションまでは行わなかったが、

各要員が複数の役割をこなせるように訓練すべき。 

事前訓練等を通じて、引き続き、モニタリング

要員の能力向上を図る。 

●モニタリング情報や会議資料が共有されなかった。 モニタリング情報や会議資料は共有フォルダや

「原子力防災システム（NISS）」で共有されて

いるため、訓練等を通じて、各種情報の取得方

法についての周知徹底を図る。 

●各要員の役割を踏まえ配席に工夫があるとよい（測定

分析担当（総括班）：９町担当⇒FAX 側、OFC 担当⇒コピ

ー機側）（企画調整 G：原本管理担当⇒原本ファイル近く） 

各 G 内での役割分担を含め、引き続き、より効

率的な運用を検討していく。 

●総括連絡班から実働班への指示書に、総括連絡班の連

絡先や連絡のタイミング等が記載されていないものが

あった。 

訓練等を通じてモニタリング要員の能力向上を図

るとともに、指示書の内容についてより分かりや

すく明確なものとなるよう、引き続き検討する。 

●各班要員の所属・氏名表示（ガムテープに記載して貼

付）について、各班を色分けするとより分かりやすい。 
複数色のガムテープを準備するよう検討する。 

●不慣れな要員の参加等により、初動の遅れが生じた

り、指示の変更にスムーズに対応できない場面があっ

た。 

訓練等を通じてモニタリング要員の能力向上を

図るとともに、予備要員を含めた要員の確保・

要員経験者の拡大に努めていく。 
 

（６）広報訓練に関すること 
 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○日頃から街頭宣伝等を実施しているため円滑な広報

ができた。 

訓練等を通じて、引き続き、各要員の対応力の

向上に努めていく。 

○消防と役場で連携し、混乱なく実施できた。今後、人

員増加及び車両を増車し、さらに効率よく町内広報を実

施できるよう検討していく。 

○防災行政無線、広報車（消防に協力要請）、エリアメ

ールを用い、円滑に広報を行うことができた。 
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（７）住民避難手順の確認訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○「防護施設の運用」・「ヨウ素剤配布」・「装甲車による

避難」が一連の流れとして体感でき、災害の進展を意識

した訓練となっていた。 

要員の対応力向上につながる、より実効的な訓

練となるよう、引き続き、関係機関と協議し、

訓練内容を検討していく。 

○放射線防護施設訓練において、役場から連絡を受けて

から出入口エリアの設定が円滑に行われていた。また、

職員による声掛けにより順序良く養生等をおこなって

おり、出入り口設定の手順を確認できた。 

○原子力災害と風水害の複合災害の状況下であり、速やか

な避難が求められ、かつ車両等で救難困難な場面であった

ため、ヘリを使用した避難は実践的であり良好であった。 

○ヘリによる救助訓練について、建物の屋上を使用した

狭隘地での救助訓練となり貴重なものであった。狭隘な

建物の屋上であれば、接地はできないものの、超低空ホ

バリングやスキッドの一部接地により速やかに、かつ大

量の人員の救助が可能であることを確認できた。 

〇悪天候（雨天）の中であったが、自衛隊ヘリによる避

難住民の吊り上げ救助訓練では、ケガ人を想定した住民

の救済に担架を用いる等救出が滞りなく行われ、厳しい

条件下でのヘリによる救出手順が確認できた。 

〇装甲車による避難について、装甲車の取り回しが大変

そうで狭い場所で困難もあるかと感じたが、整然と避難

が完了し、手厚い避難体制が実践されていた。 

○避難所開設訓練にあたり、訓練の目的や意義などにつ

いて事前に講義を行い、共有意識をもって訓練に取り組

んでおり、講義で、訓練参加者の意見交換などを行う機

会を設けることも有効であると感じた。 

○避難所設営訓練において、避難設営未経験の要員が多

かったが、受付、体調不良者の分離や感染症対策の要領や

留意点などについて、本訓練を通じて体得できたと思う。 

○役場のバス集合場所にて、安定ヨウ素剤、避難経路等

の説明が丁寧に実施されており、避難住民に対する不安

を軽減することができていた。 

○事前に避難元自治体と打合せし、円滑な一時滞在場所

の開設ができた。今後も平時から顔の見える関係性を構

築し、非常時に迅速な対応ができるよう連携をとりたい。 

訓練や会議等を通じて、引き続き、関係機関と

適切に連携していく。 

●現行の方法の他に地域住民に限定したツールを使用し

広報をするべき（事前登録した携帯電話 E-Mail など）。 

多様な広報ツールの活用による実効的な広報を実

施できるよう、関係機関と協議し検討していく。 
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●放射線防護施設訓練において、レイアウトを完全に把

握している職員が 1・2 名しか見受けられず、次の工程

が分からず指示待ちのようになっている時間があった

ので、職員への研修・教育機会の増加や、壁等に手順に

ついて張り出しするなどの工夫が必要。 
訓練等を通じて、引き続き、対応力の向上に努

めていくとともに、より実効性のあるマニュア

ルや会場レイアウトとなるよう検討していく。 

●避難所開設・運営において、対応経験が少ない者もお

り、時間を要していたため、平時から運営マニュアル等

について確認しておくことが必要。 

●避難住民の受付場所等のレイアウト図や案内表示に

ついて、文字が小さくて見づらい場所があったので、各

種掲示について、可能な限り拡大し、目立つような掲示

となるよう工夫が必要。 

 

（８）原子力災害医療活動訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○被ばく傷病者搬送訓練において、消防組合がリエゾン

派遣をしてくれたのは情報共有という点でとてもよか

った。 

訓練等を通じて、引き続き、要員の対応力の向

上に努めていく。 

○航空機のスクリーニング・除染を実施したことによ

り、航空機の除染場所とは別に、航空機のエンジンを止

めて一時退避できるスペースを確保が必要と把握でき

た。 

訓練等を通じて、引き続き、要員の対応力の向

上に努めていく。 

○除染に使用した水の処理は、堰状にした防水シートの

上に置いたポリ容器へ貯留しており、適切に処理でき

た。また、長時間運営する上での部隊交代等の引継ぎ要

領についても確認できた。 

〇車両受け入れ時に、北海道電力・自衛隊・道庁間にお

いて、無線機による連携が適時適切に行われていた。 

○指定箇所検査において、放射線技師の説明が丁寧でわ

かりやすかった。 

○今回は住民ではなく職員への検査であり、また時間に

余裕があったことから、検査の都度、反省改善して、疑

問点を経験者に質問する時間があり、有意義であった。 

より実効的な訓練になるよう、引き続き、関係

機関と協議し、訓練内容を検討していく。 

○会場設営等の事前準備から参加することで、検査体制

の流れを一から確認することができて良かった。今後

も、事前準備には積極的に参加していきたい。 

○住民参加がない状況下であっても、手順習熟機会の確

保のため、一台のバスを複数回受検させるなどの工夫が

見られた。 
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○住民検査会場内には救護所（テント）が設けられてお

り、体調不良者への配慮がされていた。また、住民の携

行物品についても、ポリ袋に入れる等適切な対応を確認

することができた 
より実効的な会場配置となるよう、引き続き、

関係機関と協議し、検討していく。 
〇キロロリゾート建屋１階の住民検査場所は、入口での

検温・手指消毒が適切に実施され、受付・検査の動線も

明確になっていた。 

〇動線もしっかり広く確保され、個人のプライバシーが

守られるような設営でよいと感じた。 

●汚染人員に対する検査・除染の一連の対応が確認でき

たものの、歩行不能者、負傷者の対応は未検討。負傷者

等への対応や放射性物質が除去できなかった場合の医

療従事者との連携について訓練が必要。 

要配慮者への対応や、より要員に負荷をかける

訓練状況の設定など、引き続き、実効的な訓練

になるよう関係機関と協議し、訓練内容を検討

していく。 

●今回の訓練では、スムーズな対応がなされていたが、

実際の災害時には、住民が来ない時間と一斉に来る時間

が予想されるので、あえて避難車両を混雑させ、負荷を

かけるシナリオも良いと思う。 

●被ばく傷病者搬送について、事業者と救急隊との引き

継ぎはスムーズに実施できたが、救急隊の業務が搬送の

みとなっているので他部署との連携が不安である。傷病

者の設定をより詳細にし、途中変化も伴うような内容と

すれば、事業者側と救急隊の連携訓練に繋がる。 

●大雨が降る中での訓練となり、記録用紙に耐水紙を使

用したため、雨で濡れても破けることはなかったが、筆

記用具についても耐水のものが必要であった。 

悪天候時に備えた配置や物品を用意するなど、

より実効的な会場配置となるよう、引き続き、

関係機関と協議し、検討していく。 

●雨天、強風下で気温も低かったため、体力的に非常に

厳しい作業環境であった。災害時は、長時間の活動とな

ることも考慮し、車両の切れ目に要員が暖を取れるよう

なスペースの設置を検討すべき。 

●住民検査受付時に、住民が使い捨てシューズカバーを

履く場面で、要配慮者はカバーを履くときに転倒するお

それがあるため、補助用のイス等があるとよい。 

●訓練終了の予定時間に合わせて、早く段取りを終わら

せてしまう場面があった。手順を過度に省略することの

ないよう、進行要領を見直す必要がある 訓練のための対応とならないよう、実際の災害

対応を意識した適切な対応をとり、より実効的

な訓練になるよう、引き続き、関係機関と協議

し、訓練の実施方法等を検討していく。 

●車両の受検順が原則固定となっていたため、各車両へ

の発車のタイミングを運営担当者が携帯電話等で連絡

することとなっており、無用な負荷がかかっているよう

に感じられた。バスの到着順は決めずに、臨機の対応が

できるような運営体制にした方が良い。 
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●過去訓練の情報や反省点を事前資料として配布、共有

することで、より実効性の向上につながると思う。 

過去の教訓事項を研修会等を通じて共有し、引

き続き、要員の対応力の向上に努めていく。 

 

（９）電力供給訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

〇雨天による悪条件下でも円滑な作業により、確実な電

源供給の手順について確認することができた。 

訓練等を通じて、引き続き、対応力の向上に努

めていく。 

●有事の際は道に対する報告は以下の２点で十分と考

えるため、次年度以降の訓練におけるシナリオは、以下

の 2 点のみの報告とした方がよい。 

・発電機車の到着および送電準備開始の報告 

より実効的な訓練になるよう、引き続き、関係

機関と協議し、訓練内容を検討していく。 

 

＜北海道防災会議原子力防災対策部会専門委員による評価結果＞  

 

（１）訓練全般に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○今回は、新型コロナウイルスの影響から、規模は縮小

されており、住民の方々の参加もなくやや寂しいもので

あったが、回を重ねるごとに洗練されていると思われ

る。 

引き続き関係機関と協議し、より実効的な訓練と

なるよう訓練のあり方を検討していく。 

 

（２）緊急事態応急対策等拠点施設（OFC）運営訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

〇機能班の配置や OFC 内部の連絡体制は整っていた。 引き続き関係機関と協議し、要員が OFC での活

動をより円滑に実施できるよう、館内設備等につ

いて検討していく。 

●ＯＦＣ備蓄品の中に女性用下着も入れておくと良い。 

●感染症対策（体温測定・手指消毒等）は徹底されてい

たが、ＯＦＣ内で感染者が発生した際の対応（隔離所や

検査体制）がよく分からなかった。オフサイトセンター

内での感染隔離も考慮に入れられると素晴らしいと思

う。 

引き続き関係機関と協議し、対応方法や訓練での

実践などについて検討していく。 

●建物の出入り管理ならびに汚染検査を行っていない。

どのように運用するのか明確にしておく必要があると

思われる。 

放射性物質放出後の屋外活動要員専用出入口で

汚染検査などの出入り管理は実施しているが、出

入り管理時には館内放送による OFC 内への適切

な情報共有を行うなど、出入り管理の周知徹底を

図る。 

●オフサイトセンターの出入りについて、本当に事故が

生じた場合、外部との出入りが必要となる方々の汚染検

査や除染行為を十分行えるのかやや不安を感じました。 
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（3）住民避難手順の確認訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

〇装甲車到着から避難者が乗り込むまでの時間が短時

間で行えていた。避難者の避難優先順位付けの訓練など

を組み込んでいくと更に良い訓練になると思われる。 

引き続き関係機関と協議し、より実効的な訓練

となるよう検討していく。 

●自衛隊の装甲車内部の搭乗部分が養生されていなか

った。放射性物質による汚染の発生を前提として車両を

投入しているのであろうか。 

関係機関と協議し、適切な対応となるよう検討

していく。 

 

（４）原子力災害医療活動訓練に関すること 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

〇訓練想定に従って豊富な人材と動線が組まれていて良

好であった。実際の動線と流れ具合を確認するため、避

難者想定の方を汚染と非汚染の 2 タイプで見たかった。

外部評価員が避難者となり体験するのも良いと思う。 

誘導看板の設置や汚染検査後の動線の区分な

ど、より適正な会場配置となるよう、関係機関

と協議し、検討していく。 

○動線を床に矢印で明示するなど、住民の混乱を低減す

る工夫がなされた会場設営であった。過去になかった対

応であり、高く評価できる。今後も継続して頂きたい。 

○限られたスペースで動線の流れは良好であった。 

○避難者の手荷物を入れるビニール袋が用意されてお

り、効率良く検査ができる工夫がなされていた。 

●検査会場の配置は概ね適正であったが、汚染者と非汚

染者の動線が短いが一部途中まで同一であった。床面を

介した汚染が非汚染者に広がる可能性があるので、汚染

判定後の動線は二手に完全に区分する必要がある。 

●自分が避難者と想定したとき、どちらに進むべきか分

かりづらい箇所があった。防護服で案内の声が通りにく

いことも考えられるので、立て看板等も用いて確実に誘

導した方が良い。 

●夜間の停電時想定の汚染検査や避難訓練も行うと良

い。昼間の明るい室内のため分かりやすかったが、夜間

の停電時避難もあり得るので、そのような暗黒時を想定

した訓練も行えば、さらに動線がわかりやすく改良でき

るのではないか。 引き続き関係機関と協議し、より厳しい条件下

での対応についても検討していく。 ●今回は雨天時での避難退域時検査訓練となったが、除

染担当者が雨で濡れっぱなしの状態に見え、時間ごとの

交代制や暖をとるような休憩場所は設定されているの

か気になった。今後は降雪時の訓練も行われていくので

あろうが、寒冷時の対策を積み重ねていくことが必要。 
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2 代替オフサイトセンター開設・運営訓練  

    

＜関係機関等事後調査結果＞ 

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○関係機関と一度に接続できるシステムを常時利用で

きるよう、Zoom 等の代替策を講じることは重要と感じ

た。 

○通信機器の整備について、より実効的なもの

となるよう、内閣府及び原子力規制庁に対し、

関連設備の整備等について要望していく。 

○移転先でも緊急時モニタリングを実施できるよう、移

転先に持って行くべき資機材を確実に選定できた。 
研修や訓練等を通じて、引き続き、要員に対す

る通信機器等の使用スキル向上を図っていく。 
○代替 OFC でも RAMIS を使用した放射線量率の監視、

テレメータ可搬端末等、EMC 用 PC 等の通信機器等の

動作確認を適切にできた。 

○現地参加はできなかったが、事前配付されていた資料

と ZOOM での映像をもとに、概ねの訓練実施状況を確

認することができ、イメージを深めることができた。 訓練に参加できない機関に対しても訓練風景

や手順等が確認できるような方法での訓練の

実施を検討していく。 
〇訓練不参加機関等でも、ZOOM でライブ映像を視聴

することで訓練状況をリアルタイムに把握することが

でき、有意義だった。 

〇先発隊到着後速やかに、各機能班を集めて通信試験等

の実施に関する説明が行われるなど、機器の立上げ等が

適切に行われていた。 

研修や訓練等を通じて、引き続き、要員の対応

力の向上に努めていく。 

○機器の接続方法等、不明点があれば運営支援班に聞く

ことができる体制であったことが良かった。 

○今回の訓練のようにクロノロ等を利用し、形に残るよ

うに指示を出してもらえると、口頭のみよりも正確に行

動できると感じた。 

〇合対協で、機能班や移転先自治体の意見や説明等情報

共有が適切に行われていた。 

○ＴＶ会議等を通じて適切な情報共有を実施できた。 

○実際にタイベックスーツを着用し、一部のモノを運搬

したことにより、実働時のイメージアップが図れた。 

●防護服着用のままでの車両運転は困難であった。（タ

イベックがつっぱる等） 

●ゴム手袋とガムテープの相性が良すぎて、ゴム手の指

先がガムテープにつくと剥がれず、防護服の脱着に時間

を要してしまった。可能であれば、養生テープのような

粘着力の低いものを使用した方が、スムーズに防護服の

脱着が出来ると思われる。 

●後に出発した移動要員なので、先に到着した要員がど

のような行動を実施済みなのか把握できなかったため、

それらの情報共有を行うことが必要。 

●通信状況等にもよると思われるが、代替 OFC への移

転車両の映像や位置情報等が見える化されると、OFC

要員(後発隊)や視聴側で把握しやすくなる。 

国や関係機関と協議し、追加すべき機器や必要

な情報の取得方法などについて検討していく。 
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●今回の訓練はコロナ禍による規模縮小に伴い少人数

での実施となったため滞りなく移転作業を実施するこ

とができたが、有事の際にはもっと大規模での移転作業

が行われることに留意が必要。 

引き続き関係機関と協議し、より実効的な訓練

となるよう検討していく。 

●実際にＯＦＣから代替ＯＦＣに移転することとなっ

た場合に、継続した運営体制を維持できるのかについて

も検証する必要があるものと思料する。 

●今後は例年ＯＦＣで実施している訓練を代替施設で

実際に行い、同等の活動ができるのか検証することも必

要と思料する。 

●防護服に放射性物質が付着した場合、車内に汚染が拡

大するので対処が必要。 

引き続き関係機関と協議し、要員移動時の防護

対策の実施方法や検査時の動線などについて、

より実効的な対応となるよう検討していく。 

●防護服のまま乗車した車両に、防護服脱衣後も乗車す

るので、念入りに車内の汚染状況も確認しなければ、被

爆する恐れがあるので検討いただきたい。 

●防護服脱衣の際、脱衣前の人と後の人が混ざっていた。 

●養生したままの物品をクリーンエリアに置いていた。 

●運搬後のＰＣ及びＩＰ電話のＬＡＮ接続を誤り、立ち

上がりに時間を要した。ＬＡＮケーブルの色が同じで間

違いやすいので、色を変える又はタグをつけて、明確に

接続できるよう要望する。 

通信機器に係る作業効率化について、国・通信

事業者に要望していく。 

●雪が多い地域での汚染検査場所等の設置については、

スペース確保のための除排雪が不可欠であるため、緊急

時における検査場所を設置する自治体や地域の除雪業

者等との除排雪業務に係る協力体制の構築（協定の締結

など）が必要と感じた。 
悪天候時の体制の構築等について、引き続き関

係機関と検討していく。 
●悪天候により通行止めや交通障害などが発生した場

合でも、汚染検査場所等の設置に必要な資機材の手配先

を札幌市だけではなく、室蘭市や苫小牧市など複数の地

域から手配できるような体制づくりが必要と感じた。 

 

＜北海道防災会議原子力防災対策部会専門委員による評価結果＞  

 

良好事項（〇） 課題・指摘（●） 対応（方向性） 助長策 

○代替オフセンター設置訓練は今回初めてであった

が、こうした事態も生じうるので、適切な設定であっ

た。また、喜茂別町長も現場に来られており、周辺自

治体が積極的に取り組んでいることが確認できた。 

引き続き関係機関と協議し、より実効的な訓練

となるよう検討していく。 

○代替オフサイトセンター内の機材等は機能的に配

置されているとの印象があった。 

引き続き関係機関、通信事業者と協議し、機

材の配置やレイアウト等について検討してい

く。 

〇通信機器の確認、情報共有は概ね良好であった。 

●電源コードリールのコードが巻いたままになって

いた。この状態で使用すると放熱が十分にされずに

火災につながる恐れがあるため、改善が必要。 

●１つの電源コードリールからコピー機２台分の電

源がとられていた。コードリールの定格電流を超え

ているのではないか。 
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●汚染検査場所での防護服の脱衣・梱包機材の取扱 

について、梱包用ビニール袋の表面や防護服の表面

を素手で触れる等の行為が見られた。汚染拡大防止

のための手順がやや不適切であった。 
研修や訓練等を通じて、引き続き、要員の基

礎知識の向上及び対応力の向上に務めてい

く。 

●オフサイトセンターから搬出した物品にビニール

袋による密封が不十分なものがあった（具体的には、

長靴を入れたビニール袋の口が開いたまま）。汚染防

止のためには密封が望ましい。 

● 一部隊員の防護服襟元のチャックの締めが甘く、

首元が半分ほど空いていた。 

●多人数の場合（現場が騒々しい場合）にも、迅速・

適切な情報共有が行えるかの検証が望まれる。 

引き続き関係機関と協議し、移転手順につい

て検討していく。 

●オフサイトセンターから代替オフサイトセンター

までの移動に相当な時間を要する場合の移動手順な

どは状況に応じて決める必要があり、移動する要員

の順序などが成否に大きく影響すると思われる。 

●車両の汚染が内部なのか、外部なのかの設定が不

明確であった。車両内部の汚染と外部の汚染で、対応

方法が変わるかどうかも含めて、検討する必要があ

る。特に、車両外部は汚染する可能性が高いので、確

保すべき代替車両数にも影響すると考えられる。 

引き続き関係機関と協議し、汚染検査場所に

おけるレイアウトや検査方法について検討し

ていく。 

●要員のスクリーニング場所において、車両と要員

のスクリーニングを同時に行うのが時間短縮につな

がると思われる。 

●要員のスクリーニング用テントと着替え用のテン

トを分ける必要はないと思われる。どちらもスクリ

ーニングができるようにしておくと、汚染の有無に

臨機応変かつ迅速に対応できると思われる。 

●要員のスクリーニングテントに椅子を用意した方

が良い。汚染検査、着替え、靴の履き替えが容易に

なる。 

●今回は代替オフサイトセンターの会場設営は予め

行われていたが、設営の一部を訓練に組み込むこと

が望ましい。 

引き続き関係機関と協議し、より厳しい条件

下での対応についても検討していく。 

●実際には地震や火災で電源喪失時での移転作業と

なるかと思うので、通信手法の詳細は不明だが、イン

ターネット回線を利用せず、電話音声回線のみでの

調整と情報共有の訓練もあると良い。 

●災害時には停電も予想されるので、実際に自家発

電機機を作動させての訓練についても検討が必要。 

●今回は、OFC のテレビ会議システム、陽圧化装置

は正常稼働との設定であったが、これらの機器に障

害が生じる場合についても検討する必要がある。 

●冬季の状況想定をした上での活動の流れの確認だ

けではなく、そこに生じるあらゆる状況の想定をす

る訓練も必要ではないかと思われる。 

35



 

 

  

 

◆令和４年度（2022 年度）訓練に向けた検討項目◆ 

 

◯ 意思決定訓練（ＯＦＣ、災害対策本部など）の充実 
   ・OFC 等の意思決定と住民避難等の実動の連動を通じた総合的な対応能力の向上 

・事態の推移に応じた円滑な活動体制の構築と防護措置の作成・取りまとめ手順の確認 

   ・実践的な状況付与を通じた訓練内容の一層の充実 

 

◯ ＥＡＬ、ＯＩＬに基づく防護措置に係る訓練の充実 
 ・自然災害との複合災害を想定した住民・要配慮者の避難訓練の充実 
・さまざまな状況による孤立地域を想定した対応力の向上 
・防災活動に従事する民間事業者等の安全確保対策の充実と連携強化 

   ・住民の積極的な訓練参加を促すための普及啓発の強化 
   ・外国人観光客等の円滑な避難誘導に向けた観光事業者の理解促進 

 

 ◯ 原子力災害医療活動訓練の充実 
・避難退域時検査（住民検査）における実施体制の強化 
・安定ヨウ素剤の円滑な配布 
・傷病者搬送における関係機関の連携強化 

  

 ◯ 緊急時モニタリング訓練の充実 
・ＥＭＣを拠点としたモニタリングの統括、関係機関との連携 

 

の◯ 感染症対策を考慮した訓練の充実 
・感染症対策を講じた OFC 活動や住民避難等の円滑な実施 

■ 平成２９年度訓練に向けた検討項目 

 

 ◯ 厳冬期における総合訓練の実施 

・ 例年秋に実施していた大規模な訓練を厳冬期に実施 

 

◯ 指揮所運営訓練（ＯＦＣ、災害対策本部など）の充実 

  ・ シナリオのブラインド性の向上 

 

◯ ＥＡＬ、ＯＩＬに基づく防護措置に係る訓練の充実 

 ・ 自然災害との複合災害を想定した住民避難訓練の継続 

・ 自宅等での屋内退避が困難な場合を想定した屋内退避施設（避難所）の運営 

 ・ 要配慮者や外国人観光客等への対応力の向上 

 ・ 避難計画に対する住民理解の促進に向けた取組の強化 

 

 ◯ 原子力災害医療活動訓練の充実 

  ・ 避難退域時検査場所の円滑な運営 

  ・ 安定ヨウ素剤配布手順の習熟度向上 

  ・ 被ばく医療機関の連携強化 

  

 ◯ 防災業務関係者の放射線防護資機材の取扱い習熟 

  ・ 防護服や個人線量計等を携行・着用した諸活動 

◯ ＥＡＬ、ＯＩＬに基づく防護措置に係る訓練の充実 

 ・ 自然災害との複合災害を想定した住民避難訓練の継続 

・ 自宅等での屋内退避が困難な場合を想定した屋内退避施設（避難所）の運営 
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